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三
浦
文
治
《
昭
和
天
皇
巡
幸
記
》
素
描
に
つ
い
て

長
島

彩
音

は
じ
め
に

《
昭
和
天
皇
巡
幸
記
》
素
描
は
、
日
本
画
家
、
三
浦
文
治
（
一
九
〇
六
～
一
九
九
四
）

が
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
の
昭
和
天
皇
に
よ
る
甲
信
越
巡
幸
の
内
、
新
潟
県

お
よ
び
長
野
県
の
行
程
に
取
材
し
た
全
三
十
八
葉
か
ら
な
る
。
平
成
二
十
七
年
度

（
二
〇
一
六
年
三
月
）、
遺
族
よ
り
新
潟
市
新
津
美
術
館
に
寄
贈
〔
註
１
〕
さ
れ
た
。
本

稿
で
は
全
葉
の
図
版
を
掲
載
し
、
解
題
を
添
え
る
。

三
浦
文
治
は
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
五
月
八
日
、
新
潟
県
北
蒲
原
郡
水
原

町
（
現
・
阿
賀
野
市
）
に
生
ま
れ
た
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）、
東
京
美
術
学
校

日
本
画
科
に
入
学
。
同
級
に
田
中
孝
（
一
村
、
一
年
次
に
中
退
）、
加
藤
栄
三
、
橋
本

明
治
、
東
山
新
吉
（
魁
夷
）、
山
田
申
吾
が
い
た
。
特
に
松
岡
映
丘
教
授
の
薫
陶
を
受

け
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
と
昭
和
五
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
特
待
生
と
な
っ
て
い

る
。
昭
和
四
年
、
在
学
中
な
が
ら
第
十
回
帝
国
美
術
院
美
術
展
覧
会
（
帝
展
）
で
《
プ
ー

ル
図
》
が
初
入
選
、
早
く
も
画
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
昭
和
六
年
に
卒
業
、
引
き
続
き

松
岡
映
丘
、
川
崎
小
虎
に
師
事
し
、
同
年
よ
り
三
度
の
帝
展
連
続
入
選
を
果
た
し
て
い

る
。
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
第
十
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
芸
術
競
技
（
ベ
ル

リ
ン
大
会
）
で
は
、
日
本
出
品
八
十
四
点
（
う
ち
絵
画
六
十
三
点
）
の
一
つ
に
選
出
さ

れ
た
。

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）、
郷
里
に
疎
開
。
以
降
は
新
潟
県
に
留
ま
り
、
戦
後
も

中
央
画
壇
か
ら
距
離
を
取
っ
た
。
公
立
高
等
学
校
で
美
術
教
諭
と
し
て
勤
務
。
新
潟
県

立
新
潟
高
等
学
校
の
校
章
は
、
三
浦
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
潟
県
高
等
学

校
教
職
員
組
合
の
委
員
長
（
昭
和
三
十
五
～
三
十
九
年
）
も
務
め
た
。
教
職
の
傍
ら
、

県
内
の
文
化
振
興
お
よ
び
後
進
の
育
成
に
尽
力
。
新
潟
県
美
術
展
覧
会
（
県
展
）、
新

潟
県
芸
術
美
術
展
（
芸
展
）
等
で
活
動
し
た
。
県
外
で
は
三
浦
の
名
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
細
密
な
群
像
や
点
景
人
物
を
配
す
る
風
景
画
・
風
俗
画

に
充
実
し
た
画
境
を
示
し
た
。
そ
の
作
品
は
新
潟
市
新
津
美
術
館
、
新
潟
市
美
術
館
、

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
・
万
代
島
美
術
館
、
公
益
財
団

法
人
知
足
美
術
館
、
白
山
神
社
（
新
潟
市
中
央
区
）
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

制
作
の
背
景

昭
和
天
皇
の
戦
後
巡
幸
は
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
か
ら
昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
総
距
離
は
三
万
三
〇
〇
〇
㎞
、
延
べ
日
数

一
六
五
日
間
に
及
ぶ
。
新
潟
県
行
幸
は
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
八
日
か
ら

同
月
十
二
日
ま
で
の
五
日
間
の
日
程
だ
っ
た
。
下
越
、
中
越
、
上
越
を
回
っ
て
県
民
に

迎
え
ら
れ
、
官
民
の
施
設
を
訪
問
し
た
。
三
浦
の
素
描
集
に
は
行
幸
の
様
子
や
県
民
の

表
情
が
豊
か
に
描
か
れ
て
お
り
、
折
々
の
日
付
や
メ
モ
を
添
え
た
絵
画
史
料
と
も
な
っ

て
い
る
。

制
作
の
経
緯
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
新
潟
県
行
幸
と
同
じ
時
期
に
、
新
潟
鉄
道

局
（
当
時
）
か
ら
発
行
さ
れ
た
印
刷
物
「
鳥
瞰
図
（
新
潟
長
野
編
）」（
昭
和
二
十
二
年

十
月
発
行
、
新
潟
市
新
津
美
術
館
蔵
）〔
挿
図
１
、
２
、
４
〕
が
あ
り
、
そ
の
原
画
を
三

浦
が
描
い
た
こ
と
が
裏
表
紙
の
署
名
か
ら
分
か
る
。
こ
れ
に
先
ん
じ
て
発
行
さ
れ
た

「
山
形
秋
田
編
」
の
鳥
瞰
図
（
昭
和
二
十
二
年
八
月
発
行
、
新
潟
市
新
津
美
術
館
蔵
）
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に
も
、
同
じ
く
三
浦
の
署
名
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鳥
瞰
図
は
、
素
描
集
と
と
も
に
遺
族

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
が
、
原
画
の
現
存
は
確
認
で
き
な
い
。

「
山
形
秋
田
編
」
の
鳥
瞰
図
表
紙
裏
面
に
は
「
東
北
御
巡
幸　

先
行
列
車
乗
車
許
可

證
」〔
挿
図
３
〕
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
先
行
列
車
と
は
、
御
召
列
車
に
先
行
し
た
臨
時

列
車
を
指
す
。「
甲
信
越
御
巡
幸
」
の
乗
車
許
可
証
は
見
当
た
ら
ず
、
三
浦
が
使
用
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
取
材
に
は
何
ら
か
の
公
的
な
依
頼
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
鳥
瞰
図
と
の
関
連
か
ら
、
新
潟
鉄
道
局
の
関
与
も
推
測
さ
れ
る
。

取
材
の
目
的
と
し
て
は
、
新
聞
・
雑
誌
記
事
の
挿
画
、
行
幸
記
念
の
本
画
制
作
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
頃
の
新
聞
記
事
で
は
、
昭
和
天
皇
の
巡
幸
は
専
ら
写

真
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
新
潟
県
へ
の
行
幸
前
後
一
週
間
の
新
潟
日
報
、
朝
日

新
聞
（
全
国
版
、
新
潟
版
）、
讀
賣
新
聞
（
全
国
版
、
新
潟
版
）
を
調
査
し
て
も
三
浦

の
挿
画
は
な
く
、
本
画
の
存
在
も
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

作
品
の
概
要

当
館
で
の
受
け
入
れ
当
初
、
三
十
八
点
の
素
描
は
画
帖
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
。
本

稿
の
た
め
の
聴
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
素
描
を
画
帖
に
貼
り
付
け
た
の
は
三
浦
の
長
男
、

文
吉
で
、
三
浦
の
没
後
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
受
贈
手
続
き
の
際
、
当
時
の
当
館
職

員
と
遺
族
の
協
議
に
よ
っ
て
《
昭
和
天
皇
巡
幸
記
》
と
仮
題
さ
れ
た
。
受
贈
後
、
当
館

の
判
断
で
各
葉
が
台
紙
か
ら
剥
が
さ
れ
、
裏
打
ち
が
施
さ
れ
た
。
裏
打
ち
の
和
紙
を
透

か
し
て
見
る
と
、
一
部
の
素
描
に
は
裏
面
に
も
絵
や
文
字
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し

か
し
、
裏
打
ち
前
の
裏
面
の
記
録
画
像
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
そ
の
記
述

を
割
愛
し
た
。
当
初
の
画
帖
の
表
紙
は
残
っ
て
い
な
い
。

素
描
に
は
、
鉛
筆
の
み
で
描
い
た
も
の
と
鉛
筆
と
水
彩
を
併
用
し
た
も
の
が
あ
る
。

三
浦
の
長
女
、
板
垣
桃
子
に
よ
る
と
、
彩
色
を
施
し
た
の
は
、
三
浦
が
晩
年
に
神
奈
川

県
葉
山
町
に
移
住
し
た
の
ち
の
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
頃
の
こ
と
だ
と
い
う
。
ま

た
、
三
十
八
点
の
用
紙
の
寸
法
は
ま
ち
ま
ち
で
不
揃
い
で
あ
る
。
縦
な
い
し
横
の
寸
法

が
揃
っ
て
い
る
素
描
も
何
点
か
あ
る
が
、
二
辺
が
平
行
・
垂
直
で
な
い
も
の
も
多
い
。

三
浦
本
人
が
既
製
品
の
紙
を
切
っ
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

凡
例

・
い
つ
・
ど
こ
で
描
か
れ
た
か
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
日
時
と
場
所
の
特

定
、
行
程
順
の
配
列
を
試
み
た
。

・
日
時
と
場
所
が
不
明
の
も
の
は
末
尾
に
掲
載
し
た
。

・
書
き
込
み
、
寸
法
（
縦
×
横
㎝
）、
材
質
・
技
法
、
裏
面
の
有
無
の
順
に
記
載
し
た
。

・
受
贈
時
に
画
帖
各
面
を
撮
影
し
た
写
真
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
当
初
貼
ら

れ
て
い
た
順
に
「
画
帖
第
○
図
」
と
記
し
た
。

・
各
素
描
に
つ
い
て
解
題
を
付
し
、
本
稿
末
尾
に
は
全
葉
に
つ
い
て
の
考
察
を
記
し

た
。

・
昭
和
天
皇
の
巡
幸
記
録
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
記
し
な
い
場
合
は
全
て
新
潟
県
編

『
昭
和
二
十
二
年
新
潟
県
行
幸
記
念
誌
』（
昭
和
二
十
四
年
、
新
潟
県
立
図
書
館
蔵
）

を
参
照
し
、
訪
問
先
の
施
設
名
な
ど
も
原
則
こ
れ
に
倣
っ
た
。

〔
註
１
〕�

新
潟
市
新
津
美
術
館
企
画
展
「
新
津
美
術
館
所
蔵
品
展
」（
平
成
二
十
八
年

十
一
月
二
十
六
日
～
十
二
月
二
十
五
日
、
新
津
美
術
館
展
示
室
２
で
開
催
）
に

て
全
葉
を
初
公
開
し
た
。

右〔挿図 1〕三浦文治画『鳥瞰図（新潟長野編）』表紙、新潟鉄道局、昭和22年、新潟市新津美術館蔵
中〔挿図 2〕同・裏表紙、左下に「文治作」
左〔挿図 3〕『東北御巡幸　先行列車乗車許可證』新潟鉄道局、昭和22年、新潟市新津美術館蔵

〔挿図 4〕前掲『鳥瞰図（新潟長野編）』本紙
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〔
素
描
１
〕「
白
山
グ
ラ
ン
ド
／
市
民
奉
迎
場
へ
」

新
潟
県
行
幸
初
日
の
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
八
日
、
新
潟
市
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
現
・
新
潟
市
陸
上
競
技
場
、
新
潟
市
中
央
区
白
山
公
園
内
）
に
新
潟
市
民
奉

迎
場
が
設
け
ら
れ
た
。
本
図
に
は
、
そ
こ
に
向
か
う
市
民
ら
が
描
か
れ
て
い
る
。
日
時

の
明
ら
か
な
最
初
の
素
描
は
、
天
皇
で
は
な
く
、
市
民
を
描
い
た
も
の
だ
っ
た
。

新
潟
県
が
組
織
し
た
行
幸
関
係
事
務
委
員
会
は
、
事
前
に
一
般
市
民
に
向
け
て
「
奉

送
迎
上
の
注
意
」〔
註
２
〕
と
し
て
出
迎
え
の
要
領
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え

た
「
陛
下
お
迎
え
の
心
得
」〔
註
３
〕
と
す
る
記
事
や
、
村
田
三
郎
新
潟
市
長
名
で
の
「
市

民
奉
迎
に
つ
い
て
」〔
註
４
〕
と
い
う
要
項
が
新
潟
日
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
記
事
に
よ
る
と
、
一
般
の
入
場
受
付
は
午
後
三
時
か
ら
午
後
四
時
と
定
め
ら
れ
て

い
た
。
三
浦
は
こ
の
時
間
に
市
民
を
取
材
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

杖
を
突
く
複
数
の
高
齢
者
と
、
支
え
な
が
ら
歩
く
若
い
人
た
ち
。「
平
服
で
も
作
業

服
で
も
い
い
」「
平
常
服
で
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
」
と
事
前
の
案
内
〔
註
５
〕
が
さ
れ

て
い
た
中
、
彼
ら
は
背
広
を
着
て
帽
子
を
被
り
、
あ
る
い
は
色
無
地
の
よ
う
な
着
物
に

羽
織
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
天
皇
の
奉
迎
に
臨
む
人
々
の
心
構
え
も
見
て
取
れ
る
よ
う

で
あ
る
。

〔
註
２
〕�「
奉
送
迎
上
の
注
意
」、
前
掲
『
昭
和
二
十
二
年
新
潟
県
行
幸
記
念
誌
』
19
頁

〔
註
３
〕「
陛
下
お
迎
え
の
心
得
」『
新
潟
日
報
』
昭
和
二
十
二
年
十
月
六
日
、
第
２
面

〔
註
４
〕「
市
民
奉
迎
に
つ
い
て
」『
新
潟
日
報
』
昭
和
二
十
二
年
十
月
八
日
、
第
２
面

〔
註
５
〕
前
掲
「
陛
下
お
迎
え
の
心
得
」「
市
民
奉
迎
に
つ
い
て
」

〔
素
描
２
〕「
十
月
八
日
／
奉
迎
会
場
一
般
入
口
／
①
／
②
」

前
葉
と
同
じ
く
行
幸
初
日
、
新
潟
市
民
奉
迎
場
入
口
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
素
描

に
も
天
皇
は
登
場
し
な
い
。
画
面
右
に
は
軍
用
車
が
停
ま
っ
て
い
る
。
テ
ン
ト
内
に

ギ
ャ
リ
ソ
ン
キ
ャ
ッ
プ
（
駐
屯
兵
の
舟
形
帽
）
を
被
っ
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
米
軍
車
輌
と
思
わ
れ
る
。
市
民
は
テ
ン
ト
の
横
か
ら
入
場
し
て
い
る
。
前
葉
と

同
じ
時
間
帯
、
午
後
三
時
か
ら
午
後
四
時
と
推
定
で
き
る
。

画
面
左
下
と
右
下
に
は
「
①
」
と
「
②
」
と
あ
る
。
本
図
以
外
で
こ
の
よ
う
な
番
号

が
記
さ
れ
た
も
の
は
な
く
、
何
の
た
め
か
は
不
明
で
あ
る
。

〔
素
描
３
〕「
十
月
八
日
（
白
山
グ
ラ
ン
ド
尓
て
）
／
奉
迎
の
／
高
齢
者
」

同
じ
く
行
幸
初
日
、
新
潟
市
民
奉
迎
場
で
天
皇
の
到
着
を
待
つ
高
齢
者
ら
が
、
至
近

距
離
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。
天
皇
が
姿
を
現
す
午
後
四
時
五
十
五
分
ま
で
の
間
、
市
民

は
約
一
～
二
時
間
待
機
し
て
い
た
。
本
図
の
人
々
の
柔
和
な
表
情
か
ら
は
期
待
感
も
感

じ
ら
れ
る
。
先
に
掲
げ
た
「
陛
下
お
迎
え
の
心
得
」〔
註
６
〕
に
よ
れ
ば
、
奉
迎
場
に
は
、

「
傷
痍
者
、
引
揚
者
、
遺
家
族
、
未
復
員
家
族
、
高
齢
者
」
の
た
め
の
席
が
用
意
さ
れ

て
い
た
。

な
お
、
午
後
四
時
二
十
分
に
新
潟
駅
に
着
い
た
天
皇
は
、
新
潟
市
民
奉
迎
場
の
前
に

先
ず
県
庁
を
訪
問
し
て
い
る
。
午
後
四
時
三
十
分
か
ら
同
五
十
分
に
か
け
て
滞
在
し
、

県
特
産
物
の
陳
列
を
見
て
、
屋
上
か
ら
市
内
を
展
望
し
た
。

〔
註
６
〕
前
掲
「
陛
下
お
迎
え
の
心
得
」

〔素描 1〕左下に「白山グランド／市民奉迎場へ」18.1×26.5 cm　鉛筆、水彩、紙　裏面あり　（画帖第 3 図）

〔素描 3〕左下に「十月八日（白山グランド尓て）／奉迎の／高齢者」26.5×36.5 cm　鉛筆、紙　裏面あり　（画帖第 2 図）

〔素描 2〕右下に「十月八日／奉迎会場一般入口」、左下に「①」、右下に「②」18.1×26.5 cm　鉛筆、水彩、紙　（画帖第 4 図）



長島彩音「三浦文治《昭和天皇巡幸記》素描について」 新潟市美術館・新潟市新津美術館研究紀要　第 9 号（2023年 3 月）

9 8

〔
素
描
４
〕「
昭
和
廿
二
年
十
月
八
日
／
白
山
公
園
、
市
民
奉
迎
場
ニ
て　

御
挨
拶
。」

同
じ
く
行
幸
初
日
、
新
潟
市
民
奉
迎
場
に
集
ま
っ
た
約
三
万
人
の
市
民
の
歓
呼
に
応

え
る
天
皇
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
皇
は
午
後
四
時
五
十
五
分
に
こ
の
奉
迎
場
に
着

き
、
戦
災
者
、
引
揚
者
、
遺
家
族
、
未
復
員
家
族
、
傷
病
者
ら
に
声
を
か
け
て
か
ら
壇

上
に
立
っ
た
。
午
後
五
時
に
は
同
所
を
出
発
し
、
宿
泊
先
の
知
事
公
舎
（
新
潟
市
中
央

区
営
所
通
、
当
時
の
建
物
は
新
発
田
市
に
移
築
）
に
向
か
っ
た
。
奉
迎
場
に
い
た
の
は

約
五
分
間
だ
っ
た
。

天
皇
が
帽
子
を
挙
げ
た
写
真
〔
挿
図
５
〕
は
翌
日
の
新
潟
日
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
撮
影
者
は
、
天
皇
の
右
後
方
、
同
じ
位
の
高
さ
に
い
た
。
一
方
、
三
浦
は
本
図
で

天
皇
の
左
横
、
少
し
離
れ
た
ス
タ
ン
ド
下
か
ら
そ
の
姿
を
見
上
げ
て
い
る
。
天
皇
左
手

側
に
は
群
衆
が
見
え
、
三
浦
も
そ
の
中
に
い
た
。

〔
素
描
５
〕「
侍
從
の
衿
／
橋
本
学
長
／
ワ
イ
シ
ヤ
ツ
／
細
い
縞
ア
リ
。」

行
幸
二
日
目
の
十
月
九
日
午
前
八
時
五
分
、
天
皇
は
新
潟
医
科
大
学
（
現
・
新
潟
大

学
医
学
部
）
を
訪
問
し
た
。
本
図
に
は
、
複
数
の
視
点
か
ら
見
た
人
物
像
が
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
る
。
右
上
に
描
か
れ
て
い
る
橋
本
喬た

か
し

学
長
が
、
大
学
の
沿
革
と
現
状
に
つ

い
て
奏
上
し
た
。
全
葉
を
通
じ
て
、
本
図
で
は
天
皇
の
表
情
が
最
も
近
距
離
か
ら
描
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
柄
ま
で
描
き
留
め
、
侍
従
の
襟
元
の
み
を
描
く
等
、

細
部
ま
で
記
録
し
て
い
る
。

〔
素
描
６
〕「
十
月
九
日
／
新
潟
医
大
尓
て
」

行
幸
二
日
目
、
新
潟
医
科
大
学
で
の
天
皇
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
皇
の
姿
以
外
に
は

何
も
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
学
内
の
ど
こ
で
取
材
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

右〔素描 5〕�各図右に「侍從の衿」「橋本学長」「ワイシヤツ／細い縞アリ。」 
17.8×25.5 cm　鉛筆、紙　（画帖第10図）

左〔素描 6〕左下に「十月九日／新潟医大尓て」26.5×11.5 cm　鉛筆、紙　（画帖第 7 図）

〔挿図 5〕�「黄昏の信江河畔に巻起る万歳の歓呼」 
『新潟日報』昭和22年10月 9 日、第 1 面

〔素描 4〕右端に「昭和廿二年十月八日／白山公園、市民奉迎場ニて　御挨拶。」
32.0×23.0 cm　鉛筆、水彩、紙　裏面あり　（画帖第 5 図）



長島彩音「三浦文治《昭和天皇巡幸記》素描について」 新潟市美術館・新潟市新津美術館研究紀要　第 9 号（2023年 3 月）

11 10

〔
素
描
７
〕「
十
月
九
日
／
新
潟
医
大
尓
て
」

行
幸
二
日
目
、
新
潟
医
科
大
学
の
陳
列
室
内
部
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
中
央
の

時
計
は
八
時
二
十
五
分
を
指
し
て
い
る
。

天
皇
は
こ
の
日
、
宿
泊
先
の
知
事
公
舎
を
出
て
同
大
学
に
午
前
八
時
五
分
に
着
き
、

同
三
十
分
に
発
つ
ま
で
約
二
十
五
分
間
滞
在
し
た
。
先
ず
休
憩
室
で
橋
本
学
長
よ
り
沿

革
等
の
奏
上
が
あ
り
、
次
い
で
陳
列
室
で
説
明
を
聞
き
、
教
授
陣
に
熱
心
に
質
問
を
重

ね
た
と
い
う
。
時
計
の
針
が
示
す
八
時
二
十
五
分
は
、
学
内
に
天
皇
が
い
る
時
刻
で
あ

る
が
、
本
図
は
無
人
の
光
景
を
描
い
て
い
る
。

ま
た
、
本
図
は
画
面
の
外
枠
と
な
る
よ
う
な
線
で
囲
わ
れ
て
い
る
。
廊
下
か
ら
ド
ア

越
し
に
室
内
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
一
方
、
画
面
の
外
枠
を
定
め
る
の
は
、

出
版
物
で
の
掲
載
サ
イ
ズ
を
意
識
し
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
枠
線
で

囲
わ
れ
た
も
の
は
本
図
の
ほ
か
に
も
う
一
葉
〔
素
描
20
〕
あ
る
。

〔
素
描
８
〕「
新
潟
医
科
大
学
尓
て
」

新
潟
医
科
大
学
の
陳
列
室
に
並
ん
だ
顕
微
鏡
や
貼
ら
れ
た
グ
ラ
フ
の
折
れ
線
、
配
線

コ
ー
ド
等
を
つ
ぶ
さ
に
描
き
込
ん
で
い
る
。
前
葉
〔
素
描
７
〕
同
様
、
天
皇
の
見
た
も

の
（
天
皇
に
見
せ
た
も
の
）
の
み
を
描
い
て
い
る
の
は
、
後
に
何
ら
か
の
作
品
を
仕
上

げ
る
た
め
だ
っ
た
ろ
う
か
。
短
い
時
間
に
陳
列
室
内
の
素
描
を
二
枚
、
詳
細
に
描
い
て

お
り
、
天
皇
の
退
出
後
に
部
屋
に
戻
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

〔
素
描
９
〕「
十
月
九
日　
（
玄
関
尓
て
）
／
新
潟
医
大
よ
り
御
帰
り
。」

行
幸
二
日
目
、
新
潟
医
科
大
学
の
建
物
内
、
去
り
際
の
天
皇
が
描
か
れ
て
い
る
。〔
素

描
６
〕
と
異
な
り
、
建
具
や
壁
な
ど
の
内
装
が
詳
し
く
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
同
大
学

で
の
素
描
は
、
こ
こ
ま
で
の
五
枚
で
あ
る
。

こ
の
後
、
天
皇
は
新
潟
市
内
各
所
（
新
潟
県
水
産
業
会
鮮
魚
集
荷
所
、
新
潟
港
、
帝

石
柏
崎
鉱
業
所
新
潟
圧
縮
ガ
ス
充
填
所
、
新
潟
交
通
株
式
会
社
、
亀
田
郷
栗
ノ
木
排
水

機
場
）
を
車
で
回
り
、
沿
道
の
新
津
町
民
に
迎
え
ら
れ
て
新
津
駅
よ
り
列
車
に
乗
っ
た
。

三
浦
の
素
描
に
は
、
こ
れ
ら
の
視
察
の
様
子
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
は
先
行
列
車
で

村
上
へ
移
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

右〔素描 7〕左下に「十月九日／新潟医大尓て」23.7×19.0 cm　鉛筆、紙　（画帖第 6 図）
左〔素描 8〕左下に「新潟医科大学尓て」28.0×18.0 cm　鉛筆、紙　（画帖第 8 図）　　　

〔素描 9〕左下に「十月九日　（玄関尓て）／新潟医大より御帰り。」26.5×18.3 cm　鉛筆、紙　（画帖第 9 図）
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〔
素
描
10
〕「
村
上
行
先
行
列
車
尓
て
／
十
月
九
日
」

行
幸
二
日
目
、
村
上
行
の
先
行
列
車
内
が
描
か
れ
て
い
る
。
先
行
列
車
は
御
召
列
車

の
約
二
十
分
前
に
発
着
す
る
こ
と
が
告
知
さ
れ
て
い
た
。
御
召
列
車
は
午
前
十
一
時
に

新
津
駅
発
、
午
前
十
二
時
四
十
分
村
上
駅
着
で
あ
る
。
同
乗
者
ら
の
腕
章
に
は
「
渉
外

報
［
道
］
／
新
潟
」「
報
道
／
新
潟
」「［
報
］
道
係
／
［
■
］
縣
」
の
文
字
が
見
え
、

報
道
記
者
あ
る
い
は
新
潟
県
の
広
報
関
係
者
と
分
か
る
。

正
面
に
は
目
を
閉
じ
た
二
人
、
後
方
に
は
立
ち
あ
が
る
人
、
左
に
は
会
話
を
交
わ
す

よ
う
な
人
物
ら
が
描
か
れ
、
混
み
あ
っ
た
車
内
の
様
子
が
動
き
の
あ
る
画
面
を
作
っ
て

い
る
。

〔
素
描
11
〕「
村
上
小
学
校
ニ
於
け
る
奉
迎
式
」

行
幸
二
日
目
、
天
皇
は
村
上
駅
か
ら
村
上
町
立
村
上
小
学
校
（
現
・
村
上
市
立
村
上

小
学
校
）
ま
で
車
で
移
動
。
校
内
で
鮭
な
ど
物
産
品
を
見
た
後
、
校
庭
に
設
け
ら
れ
た

村
上
町
民
奉
迎
所
の
壇
上
に
立
っ
た
。
午
後
一
時
五
分
に
次
の
訪
問
先
へ
と
車
で
出
発

し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
先
、
天
皇
は
同
日
の
行
程
を
全
て
車
で
移
動
し
た
。

本
図
で
は
村
上
町
民
奉
迎
所
の
会
場
全
体
を
後
方
か
ら
捉
え
て
い
る
。
天
皇
の
後
ろ

姿
と
、
岩
船
郡
の
町
村
よ
り
集
ま
っ
た
民
衆
が
描
か
れ
、
遠
景
に
山
、
画
面
中
央
に
御

料
車
、
手
前
に
木
立
が
描
か
れ
て
い
る
。
三
浦
は
一
般
の
奉
迎
者
と
は
異
な
る
位
置
か

ら
描
い
て
お
り
、
他
の
報
道
関
係
者
と
と
も
に
取
材
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

〔
素
描
12
〕「
十
月
九
日
／
岩
船
郡
神
納
村
農
業
倉
庫
尓
て
」

行
幸
二
日
目
、
天
皇
は
岩
船
郡
西
神
納
村
（
現
・
村
上
市
）
の
農
業
倉
庫
に
午
後
一

時
三
十
五
分
に
着
い
た
。
同
所
に
は
神
納
村
（
同
）
の
農
業
倉
庫
も
隣
接
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
村
長
の
案
内
で
順
に
視
察
。
同
四
十
五
分
に
同
地
を
発
っ
た
。

高
く
積
ま
れ
た
米
俵
の
描
写
が
印
象
的
で
、
ま
た
天
井
の
造
り
ま
で
丁
寧
に
描
き
込

ま
れ
て
い
る
。

〔素描10〕右下に「村上行先行列車尓て／十月九日」18.3×26.5 cm　鉛筆、紙　（画帖第37図）

右〔素描11〕左下に「村上小学校ニ於ける奉迎式」18.1×26.5 cm　鉛筆、紙　（画帖第14図）　　　　　
左〔素描12〕右端に「十月九日／岩船郡神納村農業倉庫尓て」26.5×18.3 cm　鉛筆、紙　（画帖第16図）
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〔
素
描
13
〕「
加
治
村
／
に
近
づ
く
」

行
幸
二
日
目
、
北
蒲
原
郡
加
治
村
（
現
・
新
発
田
市
）
へ
と
向
か
う
途
中
、
沿
道
に

並
ぶ
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
花
束
を
抱
え
て
微
笑
む
少
女
や
、
ね
ん
ね
こ
半
纏
に
幼

子
を
背
負
う
女
性
の
姿
も
あ
る
。
本
図
か
ら
、
三
浦
は
天
皇
に
先
行
し
て
加
治
村
に
着

い
て
い
た
と
分
か
る
。
西
神
納
村
に
は
羽
越
本
線
岩
船
町
駅
が
、
加
治
村
に
は
同
線
加

治
駅
が
あ
り
、
三
浦
は
村
上
以
降
も
引
き
続
き
列
車
で
移
動
し
た
可
能
性
が
高
い
。

天
皇
は
神
納
村
お
よ
び
西
神
納
村
の
農
業
倉
庫
か
ら
加
治
村
ま
で
約
三
〇
㎞
の
距
離

を
、
午
後
一
時
四
十
五
分
か
ら
同
三
時
五
分
ま
で
の
一
時
間
二
〇
分
を
か
け
、
車
で
移

動
し
て
い
る
。
記
録
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
途
中
休
憩
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
三
浦
は
加
治
村
に
先
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
推
測
で
き
る
。

〔
素
描
14
〕「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
ポ
チ
も
」

前
葉
〔
素
描
13
〕
と
同
様
に
、
天
皇
を
待
つ
沿
道
の
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
日
時

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
市
街
地
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
行
幸
二
日
目

と
三
日
目
に
は
稲
刈
の
視
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
日
目
は
曇
り
時
々
小
雨
、
三
日
目

は
雨
具
が
必
要
な
雨
天
だ
っ
た
。
本
図
に
描
か
れ
た
人
は
雨
具
を
携
え
て
お
ら
ず
、
ま

た
、
先
が
丸
く
な
っ
た
鉛
筆
の
先
で
描
い
た
よ
う
な
描
線
が
前
葉
と
近
似
し
て
お
り
、

同
じ
く
二
日
目
の
加
治
村
に
向
か
う
沿
道
で
の
素
描
と
し
た
い
。

描
か
れ
て
い
る
の
は
祖
父
母
、
父
母
と
子
ど
も
た
ち
、
家
族
と
思
わ
し
き
六
人
と
犬

で
あ
る
。
杖
を
持
ち
し
ゃ
が
む
老
人
、
草
の
中
で
背
広
を
着
て
立
つ
男
性
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
姿
を
よ
く
観
察
し
て
い
る
。
全
員
、
赤
子
や
犬
ま
で
が
同
じ
方
向
を
見
て
い

る
。
こ
こ
で
も
三
浦
の
眼
差
し
は
、
天
皇
の
み
な
ら
ず
、
迎
え
る
人
々
に
向
け
ら
れ
て

い
た
。

〔
素
描
15
〕「
十
月
九
日
／
稲
刈
実
況
の
図
／
加
治
村
上
舘
」

行
幸
二
日
目
、
北
蒲
原
郡
加
治
村
大
字
上
館
（
現
・
新
発
田
市
）
の
農
家
で
の
稲
刈

状
況
視
察
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
皇
は
加
治
村
に
午
後
三
時
五
分
に
着
き
、
同

二
十
五
分
に
新
発
田
市
（
当
時
）
へ
車
で
発
っ
た
。

記
録
写
真
〔
註
７
〕
に
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
テ
ン
ト
の
下
に
天
皇
が
い
る
と

み
ら
れ
る
が
、
本
図
で
は
判
別
で
き
な
い
。
視
察
の
記
録
と
い
う
よ
り
、
青
い
空
と
山

並
み
の
下
に
黄
金
色
の
田
ん
ぼ
が
広
が
る
長
閑
な
風
景
こ
そ
が
主
題
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
三
浦
が
本
図
を
描
い
た
位
置
は
視
察
場
所
か
ら
相
当
離
れ
て
お
り
、
報
道
関
係

者
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
場
所
で
は
な
い
だ
ろ
う
。〔
素
描
12
〕
で
は
天
皇
と
同
室
内
で

取
材
し
て
い
た
が
、
こ
の
場
で
は
距
離
を
取
っ
て
い
る
。
訪
問
先
に
よ
っ
て
は
天
皇
の

至
近
で
取
材
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
画
家
の
裁
量
に
よ
る
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
浦
に
と
っ
て
、
行
幸
は
風
景
画
題
で
も
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

加
治
村
を
発
っ
た
後
、
天
皇
は
国
立
新
発
田
病
院
（
現
・
新
潟
県
立
新
発
田
病
院
）、

新
発
田
市
立
新
発
田
小
学
校
（
現
・
新
発
田
市
立
外
ヶ
輪
小
学
校
）
の
奉
迎
場
、
北
蒲

原
郡
濁
川
村
（
現
・
新
潟
市
北
区
）
の
明
治
天
皇
御
小
休
所
を
歴
訪
し
た
。
こ
れ
ら
の

訪
問
先
で
の
素
描
は
見
当
た
ら
な
い
。

〔
註
７
〕
前
掲
『
昭
和
二
十
二
年
新
潟
県
行
幸
記
念
誌
』
頁
数
な
し
（
40
頁
と
41
頁
の
間
）

〔素描13〕右下に「加治村／に近づく」13.0×17.8 cm　鉛筆、紙　（画帖第15図）

右〔素描14〕右端に「おじいさん、おばあさん、ポチも」18.1×12.9 cm　鉛筆、紙　（画帖第17図）　　　　　
左〔素描15〕左下に「十月九日／稲刈実況の図／加治村上舘」18.3×26.5 cm　鉛筆、水彩、紙　（画帖第29図）
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〔
素
描
16
〕「
こ
の
侍
從
は
短
躯
」

い
く
つ
か
の
場
面
の
人
物
像
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
の
像
は
二
個
所
に

認
め
ら
れ
る
。
報
道
関
係
者
と
見
ら
れ
る
メ
モ
を
取
る
腕
章
の
人
物
と
、
侍
従
ら
随
行

者
ふ
た
り
も
描
か
れ
て
い
る
。

日
時
と
場
所
は
定
か
で
な
く
、
五
人
の
人
物
像
す
べ
て
が
同
じ
日
に
描
か
れ
た
確
証

も
な
い
が
、
描
か
れ
た
五
人
の
内
、
天
皇
を
含
む
三
人
が
傘
を
持
っ
て
い
る
。
傘
を

持
っ
た
天
皇
の
姿
を
当
時
の
写
真
で
確
認
で
き
る
の
は
、
三
日
目
の
十
月
十
日
の
み
で

あ
る
。

〔
素
描
17
〕

天
皇
は
車
で
知
事
公
舎
を
発
ち
、
午
前
八
時
二
十
七
分
か
ら
同
四
十
七
分
ま
で
西
蒲

原
郡
坂
井
輪
村
（
現
・
新
潟
市
西
区
）
に
て
稲
刈
を
視
察
し
て
い
る
。
こ
の
素
描
に
は

沿
道
の
人
々
が
描
か
れ
て
お
り
、
天
皇
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
何
日
の
も
の
か
書
き
込

み
は
な
い
が
、
人
々
は
菅
笠
を
被
っ
て
お
り
、
雨
天
の
行
幸
三
日
目
、
十
月
十
日
と
考

え
ら
れ
る
。
雨
の
た
め
に
菅
笠
を
被
っ
た
坂
井
輪
村
の
人
々
の
姿
は
、
記
録
写
真
〔
註

８
〕
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

描
か
れ
た
人
々
は
座
っ
た
り
、
腕
を
組
ん
だ
り
し
て
、
皆
が
遠
方
の
同
じ
方
向
を
見

て
い
る
。
行
幸
を
沿
道
で
迎
え
る
様
子
で
は
な
く
、
離
れ
た
所
か
ら
見
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

〔
註
８
〕�

新
潟
県
編
『
天
皇
陛
下
行
幸
記
念
写
真
帖
』
昭
和
二
十
二
年
、
新
潟
県
立
図
書

館
蔵
、
頁
数
な
し

〔
素
描
18
〕「
十
月
十
日
、
雨
／
巻
縣
立
／
種
鶏
場
ニ
テ
」

行
幸
三
日
目
、
坂
井
輪
村
で
の
稲
刈
視
察
の
後
、
昭
和
天
皇
は
午
前
九
時
三
十
五
分

に
西
蒲
原
郡
巻
町
（
現
・
新
潟
市
西
蒲
区
、
西
区
）
の
新
潟
県
種
鶏
場
（
現
・
新
潟
県

農
業
総
合
研
究
所
畜
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
三
条
市
）
に
到
着
し
、
同
五
十
三
分
に
車
で

発
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
記
録
写
真
〔
挿
図
６
〕
に
、
傘
を
差
す
天
皇
と
と
も
に
本
図

と
同
じ
説
明
板
と
籠
の
中
の
鶏
二
羽
が
写
っ
て
い
る
。
行
幸
二
日
目
の
新
潟
医
科
大
学

の
陳
列
室
〔
素
描
７
、
８
〕
と
同
様
、
天
皇
の
見
た
も
の
（
天
皇
に
見
せ
た
も
の
）
の

み
を
描
き
、
天
皇
の
姿
は
一
緒
に
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
日
の
三
浦
の
移
動
手
段
は

分
か
っ
て
お
ら
ず
、
天
皇
の
視
察
時
に
同
所
に
間
に
合
っ
た
の
か
も
定
か
で
な
い
。

〔素描16〕左端に「この侍從は短躯」17.8×25.0 cm　鉛筆、紙　（画帖第12図）

右〔素描17〕12.9×18.0 cm　鉛筆、水彩、紙　（画帖第19図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
左〔素描18〕左下に「十月十日、雨／巻縣立／種鶏場ニテ」18.0×13.0 cm　鉛筆、紙　裏面あり　（画帖第18図）

〔挿図 6〕�新潟県編『天皇陛下行幸記念写真帖』 
昭和22年、新潟県立図書館蔵、頁数なし
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〔
素
描
19
〕「
大
河
津
堤
防
上
」

行
幸
三
日
目
、
天
皇
は
、
午
前
十
時
五
十
分
に
新
信
濃
川
大
河
津
分
水
堰
に
着
き
、

地
形
や
可
動
堰
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
午
前
十
一
時
一
分
に
同
地
を
発
っ
た
。
本
図

は
離
れ
た
位
置
か
ら
描
か
れ
て
お
り
、
人
物
を
特
定
で
き
な
い
。

天
皇
は
こ
の
後
、
車
で
西
蒲
原
郡
燕
町
（
現
・
燕
市
）
に
向
か
い
、
午
前
十
一
時

四
十
分
に
燕
町
立
燕
小
学
校
（
現
・
燕
市
立
燕
東
小
学
校
）
に
設
け
ら
れ
た
物
産
陳
列

所
、
午
前
十
二
時
五
分
に
新
潟
県
立
三
条
中
学
校
（
現
・
新
潟
県
立
三
条
高
等
学
校
）

に
設
け
ら
れ
た
奉
迎
場
を
訪
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
三
浦
の
素
描
に
は
描
か
れ
て
い

な
い
。
そ
の
後
、
天
皇
は
真
宗
大
谷
派
三
条
別
院
に
て
昼
食
を
摂
り
、
午
前
十
二
時

五
十
分
に
東
三
条
駅
で
長
岡
駅
行
き
の
列
車
に
乗
っ
た
。

〔
素
描
20
〕「
三
条
駅
構
内
へ
／
お
召
列
車
／
姿
を
／
あ
ら
わ
す
。」

行
幸
三
日
目
、
三
条
駅
に
御
召
列
車
が
入
っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
駅
で
天
皇
が
降
り
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
図
の
群
衆
は
御
召
列
車
だ
け
で
も
見
届

け
よ
う
と
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
浦
は
通
過
駅
の
様
子
ま
で
も
取
材
し
て
い
た
。

新
潟
医
科
大
学
陳
列
室
〔
素
描
７
〕
と
同
様
、
描
か
れ
た
図
を
枠
線
が
囲
ん
で
い
る
。

〔
素
描
21
〕「
長
岡
市
／
北
越
製
紙
屋
上
よ
り
／
市
内
を
御
展
望
中
、」

行
幸
三
日
目
、
列
車
で
長
岡
駅
に
到
着
し
た
天
皇
は
車
に
乗
り
換
え
、
午
後
一
時

四
十
二
分
に
北
越
製
紙
株
式
会
社
に
着
い
た
。
同
社
屋
上
よ
り
市
内
を
展
望
し
、
昭
和

二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
一
日
の
長
岡
空
襲
か
ら
の
復
興
状
況
を
視
察
、
物
産
陳
列

室
で
説
明
を
受
け
、
午
後
一
時
五
十
七
分
に
発
っ
た
。
天
気
は
霧
雨
だ
っ
た
と
い
う
。

三
浦
は
三
条
駅
で
御
召
列
車
を
見
送
っ
て
い
た
た
め
、
天
皇
よ
り
遅
れ
て
長
岡
に
到

着
し
た
は
ず
で
あ
る
。
天
皇
を
追
っ
て
同
社
に
着
き
、
建
物
の
外
か
ら
本
図
を
描
い

た
。
天
皇
は
屋
上
に
い
る
よ
う
だ
が
、
む
し
ろ
街
並
み
や
、
沿
道
に
立
つ
群
衆
に
関
心

が
あ
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
。

〔素描19〕左上に「大河津堤防上」13.0×18.0 cm　鉛筆、水彩、紙　（画帖第20図）

右〔素描20〕右下に「三条駅構内へ／お召列車／姿を／あらわす。」13.0×18.0 cm　鉛筆、紙　裏面あり　（画帖第36図）
左〔素描21〕右下に「長岡市／北越製紙屋上より／市内を御展望中、」26.6×18.1 cm　鉛筆、紙　（画帖第24図）　　　　
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〔
素
描
22
〕「
長
岡
市
／
表
町
小
学
校
／
奉
迎
場
御
着
／
戦
災
の
跡
／
ナ
マ
〳
〵
し
」

行
幸
三
日
目
、
北
越
製
紙
株
式
会
社
の
次
の
訪
問
先
で
あ
る
長
岡
市
立
表
町
小
学

校
、
停
車
中
の
行
幸
車
列
が
描
か
れ
て
い
る
。
校
舎
の
前
に
は
大
勢
の
人
が
い
る
。
こ

の
表
町
小
学
校
に
は
、
長
岡
市
民
奉
迎
場
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
素
描
に
も
天
皇
の
姿

は
な
い
。

天
皇
は
、
校
内
で
児
童
の
作
品
を
見
た
後
、
運
動
場
に
て
市
民
の
歓
迎
を
受
け
、
午

後
二
時
七
分
か
ら
同
十
七
分
ま
で
滞
在
し
た
。
そ
の
後
、
一
度
市
街
地
を
離
れ
て
長
岡

市
郊
外
に
あ
る
新
潟
県
農
事
試
験
場
（
現
・
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所
）
を
視
察
し
、

再
び
車
で
長
岡
駅
に
戻
っ
た
。
そ
の
途
中
、
駅
ま
で
二
〇
〇
ｍ
ほ
ど
手
前
で
車
を
降
り

て
徒
歩
で
駅
に
向
か
い
、
戦
災
中
心
街
で
市
民
の
歓
迎
を
受
け
て
い
る
。
三
浦
の
素
描

に
は
、
こ
れ
ら
の
様
子
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
素
描
23
〕「
十
月
十
日
／
柏
崎
／
日
石
工
場
ニ
テ
」

行
幸
三
日
目
、
午
後
三
時
十
分
に
御
召
列
車
は
長
岡
駅
を
柏
崎
へ
向
け
て
発
っ
た
。

午
後
四
時
二
十
三
分
に
日
本
石
油
株
式
会
社
柏
崎
製
油
所
に
着
い
た
天
皇
は
、
同
四
時

四
十
分
ま
で
視
察
。
三
浦
が
建
物
内
で
取
材
し
た
素
描
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
本
図
に

は
、
出
入
口
付
近
の
外
観
、
車
に
向
か
う
天
皇
、
報
道
関
係
者
ら
が
描
か
れ
て
い
る
。

天
皇
が
乗
車
す
る
ま
で
は
短
時
間
の
こ
と
だ
が
、
背
景
の
木
々
や
建
物
、
人
々
の
衣
服

な
ど
、
か
な
り
詳
細
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
天
皇
が
姿
を
現
す
前
後
も
本
図
を
描
い

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
後
、
天
皇
は
柏
崎
市
民
奉
迎
場
に
あ
て
ら
れ
た
柏
崎
市
立
柏
崎
小
学
校
に
て
市

民
か
ら
迎
え
ら
れ
た
が
、
三
浦
の
素
描
に
は
そ
の
場
面
も
な
い
。

〔
素
描
24
〕「
十
月
十
日
／
柏
崎
国
立
病
院
尓
て
／
引
揚
者
患
者
ニ
御
下
問
。」

本
図
に
は
、
行
幸
三
日
目
最
後
の
訪
問
先
で
あ
る
国
立
新
潟
療
養
所
（
現
・
国
立
病

院
機
構
新
潟
病
院
、
柏
崎
市
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
天
皇
は
同
所
内
に
あ
る
複
数
の
施

設
を
訪
れ
、
午
後
五
時
十
分
か
ら
同
二
十
七
分
ま
で
滞
在
し
た
。
天
皇
は
レ
ン
ト
ゲ
ン

室
前
で
引
揚
の
女
性
患
者
た
ち
に
慰
問
の
言
葉
を
か
け
た
と
い
い
、
本
図
は
そ
の
場
面

だ
ろ
う
。
三
日
目
の
素
描
中
で
は
唯
一
、
建
物
内
の
天
皇
を
描
い
て
い
る
。

〔
素
描
25
〕「
柏
崎
国
立
病
院
尓
て
／
十
月
十
日
暮
色
／
せ
ま
る
頃
」

前
葉
〔
素
描
24
〕
に
続
き
、
行
幸
三
日
目
の
国
立
新
潟
療
養
所
の
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
。
出
迎
え
か
見
送
り
の
た
め
に
職
員
や
患
者
が
建
物
の
前
に
並
ん
で
い
る
。
三
浦

は
そ
の
様
子
を
遠
く
か
ら
捉
え
て
い
る
。

行
幸
三
日
目
の
日
程
を
終
え
、
天
皇
は
宿
泊
地
で
あ
る
刈
羽
郡
高
田
村
（
現
・
柏
崎

市
）
の
飯
塚
邸
に
向
か
っ
た
。
翌
十
一
日
は
休
養
日
で
、
天
皇
は
飯
塚
邸
お
よ
び
そ
の

周
辺
で
過
ご
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
様
子
も
翌
日
の
新
聞
で
写
真
と
共
に
報
道
さ
れ
て

は
い
る
が
〔
註
９
〕、
三
浦
の
素
描
に
同
日
と
思
わ
れ
る
も
の
は
な
い
。

〔
註
９
〕「
山
道
を
ご
散
策
」『
新
潟
日
報
』
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
二
日
、
第
２
面

右〔素描22〕右下に「長岡市／表町小学校／奉迎場御着／戦災の跡／ナマナマし」18.3×26.5 cm　鉛筆、紙　（画帖第25図）
左〔素描23〕左下に「十月十日／柏崎／日石工場ニテ」18.3×26.5 cm　鉛筆、紙　（画帖第21図）　　　　　　　　　　　　

右〔素描24〕左下に「十月十日／柏崎国立病院尓て／引揚者患者ニ御下問。」18.3×26.5 cm　鉛筆、紙　（画帖第22図）
左〔素描25〕右上に「柏崎国立病院尓て／十月十日暮色／せまる頃」26.5×18.1 cm　鉛筆、紙　（画帖第23図） 　　　
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〔
素
描
26
〕「
高
田
駅
頭
で
／
奉
迎
の
小
学
生
／
十
月
十
二
日
／
午
前
十
時
二
十
分
」

新
潟
県
行
幸
最
終
日
で
あ
る
五
日
目
、
天
皇
は
信
越
化
学
工
業
直
江
津
工
場
、
直
江

津
町
民
奉
迎
場
、
高
田
市
南
新
町
共
同
住
宅
、
高
田
市
民
奉
迎
場
（
い
ず
れ
も
現
・
上

越
市
）
の
各
所
を
訪
れ
て
い
る
が
、
三
浦
の
素
描
は
確
認
で
き
な
い
。
本
図
は
こ
の
日

の
最
初
に
描
か
れ
た
一
枚
で
、
新
潟
県
行
幸
最
後
の
訪
問
先
で
あ
る
高
田
駅
で
取
材
し

て
い
る
。
天
皇
は
午
前
十
時
三
十
五
分
過
ぎ
に
同
駅
に
着
き
、
ホ
ー
ム
か
ら
付
近
ま
で

を
埋
め
尽
く
す
見
送
り
の
人
々
に
会
釈
し
、
駅
待
合
室
の
左
側
に
並
ん
で
い
た
報
道
関

係
者
に
は
労
い
の
言
葉
を
か
け
た
と
い
う
。
そ
の
中
に
三
浦
が
い
た
の
か
は
定
か
で
な

い
。
同
四
十
五
分
に
御
召
列
車
は
長
野
県
へ
発
っ
た
。

画
中
に
記
さ
れ
た
午
前
十
時
二
十
分
、
天
皇
は
ま
だ
高
田
市
民
奉
迎
場
へ
移
動
中

だ
っ
た
。
三
浦
は
奉
迎
場
へ
は
随
行
せ
ず
、
駅
頭
で
天
皇
を
待
つ
市
民
ら
を
描
い
て
い

た
。
描
か
れ
た
小
学
生
ら
は
、
期
待
を
滲
ま
せ
、
は
に
か
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

丁
寧
に
彩
色
が
施
さ
れ
、
全
葉
を
通
し
て
最
も
表
情
豊
か
に
描
か
れ
た
一
枚
と
言
え

る
。

〔
素
描
27
〕「
関
山
辺
よ
り
／
妙
高
山
／
を
望
む
」

関
山
駅
（
現
・
妙
高
市
）
は
、
高
田
駅
か
ら
長
野
に
向
か
う
途
中
、
次
の
〔
素
描
28
〕

で
描
か
れ
た
田
口
駅
の
手
前
に
あ
る
。
本
図
で
は
、
そ
の
付
近
か
ら
妙
高
山
を
描
い
て

い
る
。
お
そ
ら
く
十
月
十
二
日
、
三
浦
が
田
口
駅
ま
で
の
間
に
車
窓
か
ら
見
た
景
色
と

思
わ
れ
る
。

妙
高
山
は
越
後
富
士
と
も
呼
ば
れ
、
多
く
の
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
き
た
。
天
皇

が
新
潟
で
見
た
風
景
と
し
て
記
録
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

〔
素
描
28
〕「
十
月
十
二
日
／
田
口
駅
／
戦
災
／
引
揚
家
族
」

行
幸
五
日
目
、
田
口
駅
（
現
・
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
・
し
な
の
鉄
道
妙
高
高
原
駅
）

に
集
ま
る
群
衆
が
描
か
れ
て
い
る
。
田
口
駅
は
現
在
の
妙
高
市
内
、
長
野
県
と
の
県
境

付
近
で
あ
る
。
新
潟
県
の
記
録
に
も
、
新
聞
紙
上
で
連
載
さ
れ
た
「
き
ょ
う
の
ご
予
定
」

に
お
い
て
も
、「
高
田
駅
発
長
野
県
へ
」〔
註
10
〕
と
記
載
が
あ
る
の
み
で
、
田
口
駅
は

言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
註
10
〕「
き
ょ
う
の
ご
予
定
」『
新
潟
日
報
』
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
二
日
、
第
２
面

〔素描26〕�右端に「高田駅頭で／奉迎の小学生」、左下に「十月十二日／午前十時二十分」 
13.0×18.0 cm　鉛筆、水彩、紙　（画帖第30図）

右〔素描27〕左下に「関山辺より／妙高山／を望む」13.3×20.6 cm　鉛筆、紙　（画帖第26図）　　　　　　　
左〔素描28〕右下に「十月十二日／田口駅／戦災／引揚家族」17.8×12.9 cm　鉛筆、水彩、紙　（画帖第27図）
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〔
素
描
29
〕「
田
口
駅
頭
／
の
奉
迎
者
」

前
葉
〔
素
描
28
〕
に
続
き
、
行
幸
五
日
目
の
田
口
駅
で
の
奉
迎
者
が
描
か
れ
て
い
る
。

高
齢
者
に
あ
て
ら
れ
た
場
所
の
よ
う
で
あ
る
。
行
幸
初
日
の
新
潟
市
民
奉
迎
場
の
高
齢

者
と
異
な
り
、
全
員
立
っ
て
い
る
。
こ
の
日
は
快
晴
で
日
差
し
が
強
か
っ
た
た
め
か
、

顔
を
覆
う
人
も
い
る
。

〔
素
描
30
〕「
十
二
日
午
後
／
長
野
駅
頭
尓
て
」

十
月
十
二
日
の
午
後
、
新
潟
行
幸
の
日
程
で
数
え
る
と
五
日
目
、
長
野
行
幸
の
初
日
、

長
野
駅
で
天
皇
を
待
つ
人
々
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
奥
の
子
ど
も
た
ち
は
し
ゃ
が
み

込
ん
で
い
て
、
到
着
ま
で
時
間
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
法
華
経
の
幟
を
立
て
、
団

扇
太
鼓
を
打
つ
頭
巾
の
人
物
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
三
浦
は
同
日
の
高
田
駅
、

田
口
駅
で
の
素
描
と
同
様
に
、
奉
迎
の
人
々
の
み
を
描
い
て
い
る
。
三
浦
は
天
皇
の
み

な
ら
ず
、
奉
迎
の
民
衆
を
取
材
す
る
こ
と
に
も
意
欲
を
持
っ
て
い
た
。

〔
素
描
31
〕「
十
月
十
二
日
／
富
士
通
信
上
田
工
場
」

十
月
十
二
日
、
天
皇
が
長
野
県
の
富
士
通
信
上
田
工
場
を
訪
れ
た
場
面
が
描
か
れ
て

い
る
。
新
潟
県
内
だ
け
で
な
く
、
長
野
県
で
も
視
察
先
に
同
行
し
て
い
た
こ
と
が
本
図

か
ら
分
か
る
。
同
日
の
素
描
中
、
初
め
て
天
皇
が
登
場
す
る
。
そ
の
姿
は
端
に
見
切

れ
、
機
材
を
操
作
す
る
女
性
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
機
材
の
描
写
も
詳
細
で
あ
る
。

〔
素
描
32
〕「
富
士
通
信
／
上
田
工
場
」

前
葉
〔
素
描
31
〕
に
続
き
、
富
士
通
信
上
田
工
場
を
視
察
す
る
天
皇
が
描
か
れ
て
い

る
。
建
具
や
調
度
、
陳
列
品
を
子
細
に
観
察
し
て
い
る
。
一
方
で
、
案
内
す
る
人
も
随

行
者
の
姿
も
な
く
、
あ
え
て
省
略
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
行
幸
供
奉
員
だ
け
で
八
十
四

名
が
名
簿
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
室
内
に
天
皇
ひ
と
り
の
み
で
い
た
と
は
考
え
に
く

い
。

右〔素描29〕左下に「田口駅頭／の奉迎者」18.1×13.0 cm　鉛筆、水彩、紙　（画帖第28図）
左〔素描30〕右上に「十二日午後／長野駅頭尓て」18.0×13.0 cm　鉛筆、紙　（画帖第34図）

右〔素描31〕左下に「十月十二日／富士通信上田工場」21.0×14.7 cm　鉛筆、紙　裏面あり　（画帖第32図）
左〔素描32〕右下に「富士通信／上田工場」14.7×21.0 cm　鉛筆、紙　裏面あり　（画帖第31図）　　　　　
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〔
素
描
33
〕「
黒
姫
／
ホ
テ
ル
よ
り
」

車
窓
か
ら
で
は
な
く
、
三
浦
が
滞
在
し
た
客
室
か
ら
見
た
黒
姫
山
の
景
色
で
あ
る
。

黒
姫
駅
は
、
前
述
の
田
口
駅
か
ら
長
野
方
面
に
南
下
し
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
奉
迎

の
人
々
を
取
材
し
た
十
二
日
に
三
浦
は
同
地
を
通
過
し
た
は
ず
だ
が
、〔
素
描
34
〕
か
ら

遅
く
と
も
十
四
日
に
は
黒
姫
に
戻
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
十
二
日
も
長
野
で
の
取

材
の
後
、
黒
姫
に
宿
を
と
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
十
二
日
の
天
皇
の
宿
泊

先
は
、
善
光
寺
大
勧
進
で
あ
っ
た
。

〔
素
描
34
〕「
十
月
十
四
日
／
俳
諧
寺
」

俳
諧
寺
は
黒
姫
駅
に
近
い
。
建
物
の
造
り
や
周
囲
の
木
立
が
丁
寧
に
描
か
れ
、
水
彩

で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
日
付
か
ら
、
十
月
十
四
日
に
描
か
れ
た
も
の
と
分
か
る
。
十
二

日
の
富
士
通
信
上
田
工
場
以
降
、
長
野
行
幸
の
場
面
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
素
描
35
〕「
侍
從
の
方
々
／
岡
田
知
事
」

以
降
の
四
枚
の
素
描
は
、
日
時
と
場
所
が
定
か
で
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
図
で
は
、

画
面
右
の
二
人
と
左
の
二
人
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
視
点
で
描
い
た
人
物
像
が
組
み
合
わ
さ

れ
て
い
る
。
左
に
は
天
皇
と
燕
尾
服
姿
の
岡
田
正
平
新
潟
県
知
事
が
描
か
れ
て
い
る
。

岡
田
知
事
は
新
潟
県
行
幸
の
全
日
程
に
随
行
し
て
お
り
、
ど
の
場
面
か
を
特
定
す
る
の

は
難
し
い
。

こ
の
よ
う
に
天
皇
を
含
む
人
物
像
の
み
を
描
き
、
そ
の
背
景
や
周
囲
を
描
か
な
い
素

描
は
他
に
三
枚
〔
素
描
５
、
６
、
16
〕
あ
る
。

〔素描33〕右下に「黒姫／ホテルより」13.1×20.5 cm　鉛筆、水彩、紙　（画帖第33図）

〔素描34〕左下に「十月十四日／俳諧寺」21.0×29.5 cm　鉛筆、水彩、紙　（画帖第38図）

〔素描35〕中央図の右に「侍從の方々」、左図の右に「岡田知事」17.8×25.0 cm　鉛筆、紙　（画帖第11図）
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〔
素
描
36
〕「
御
挨
拶
」

い
ず
れ
か
の
奉
迎
場
で
の
天
皇
を
右
後
方
か
ら
描
い
た
も
の
だ
が
、
日
時
は
定
か
で

な
い
。
見
え
方
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
前
掲
の
新
潟
日
報
の
写
真
〔
挿
図
５
〕
と
ほ

ぼ
同
じ
構
図
で
あ
り
、
紅
白
テ
ー
プ
が
巻
か
れ
た
囲
い
の
形
も
、
行
幸
初
日
の
十
月
八

日
の
新
潟
市
民
奉
迎
場
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
同
所
で
三
浦
は
天
皇
を
左
横
か
ら
描

い
て
お
り
〔
素
描
４
〕、
短
い
時
間
に
天
皇
の
周
囲
を
大
き
く
移
動
し
て
二
枚
描
く
の
は

現
実
的
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
新
潟
市
民
奉
迎
場
を
描
い
た
も
の
だ
と
し
た
ら
、
本
図

は
報
道
写
真
を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

〔
素
描
37
〕「
陛
下
の
お
つ
き
を
ま
つ
／
遺
家
族
並
ニ
高
齢
者
達
。」

何
日
目
の
ど
の
場
面
か
日
時
を
特
定
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
か
の
奉
迎
場
と
思
わ
れ

る
。
頭
に
手
拭
い
を
載
せ
た
人
物
や
、
日
傘
を
差
す
人
物
、
火
の
つ
い
た
煙
草
を
持
つ

人
物
ら
が
描
か
れ
て
い
る
。
晴
天
の
も
と
で
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
行
幸
初
日

（
十
月
八
日
）
も
し
く
は
五
日
目
（
十
二
日
）
の
取
材
と
思
わ
れ
る
。

〔
素
描
38
〕

〔
素
描
10
〕
と
同
様
に
、
行
幸
二
日
目
の
村
上
行
の
先
行
列
車
内
を
描
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。
三
浦
は
行
幸
三
日
目
の
長
岡
・
柏
崎
間
と
、
五
日
目
に

先
行
列
車
に
乗
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
腕
章
を
し
て
資
料
に
目
を
落
と
す
報
道
関
係
者

を
、
伸
び
や
か
で
素
早
い
筆
致
で
描
い
て
お
り
、
三
浦
の
描
写
力
が
う
か
が
え
る
。

考
察以

上
の
全
三
十
八
葉
は
、
描
か
れ
た
内
容
か
ら
次
の
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
。

（
Ａ
）
昭
和
天
皇
の
姿
を
描
い
た
も
の
、
十
三
葉

（
Ｂ
）
奉
迎
者
（
報
道
関
係
者
を
含
む
）
の
い
る
光
景
、
十
九
葉

（
Ｃ
）
天
皇
が
見
た
も
の
（
陳
列
品
や
車
窓
風
景
）
四
葉

（
Ｄ
）
行
幸
と
は
直
接
関
係
の
な
い
風
景
、
二
葉
〔
素
描
33
、
34
〕

天
皇
を
描
い
た
素
描
（
Ａ
）
の
内
、
二
日
目
の
新
潟
医
科
大
学
〔
素
描
５
、
６
、
９
〕、

同
じ
く
二
日
目
の
神
納
村
・
西
神
納
村
の
農
業
倉
庫
〔
素
描
12
〕、
三
日
目
の
柏
崎
国
立

病
院
〔
素
描
24
〕、
五
日
目
の
富
士
通
信
上
田
工
場
〔
素
描
31
、
32
〕
の
七
葉
で
は
、
建

物
内
に
同
行
し
て
お
り
、
三
浦
の
取
材
に
特
別
の
許
可
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
天
皇
の
姿
が
な
い
も
の
（
Ｂ
～
Ｄ
）
が
二
十
五
葉
と
、
過
半
を
占
め
る
点

に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
数
多
い
の
は
、
地
域
の
人
々
の
姿
（
Ｂ
）
だ
っ
た
。

更
に
、
天
皇
の
見
た
も
の
（
天
皇
に
見
せ
た
も
の
）
の
み
を
描
い
た
（
Ｃ
）
の
素
描
四

葉
に
も
着
目
し
た
い
。
行
幸
二
日
目
、
新
潟
医
科
大
学
の
陳
列
室
〔
素
描
７
、
８
〕、
三

日
目
の
新
潟
県
立
種
鶏
場
〔
素
描
18
〕
お
よ
び
五
日
目
の
車
窓
か
ら
見
た
と
思
わ
れ
る

妙
高
山
〔
素
描
27
〕
の
素
描
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
特
に
種
鶏
場
で
は
、
案
内
板
と
鶏
二

羽
が
描
か
れ
た
の
み
で
、
そ
こ
に
い
た
は
ず
の
天
皇
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
三
浦
の
関

心
は
、
行
幸
を
迎
え
る
た
め
に
人
々
が
心
を
砕
い
て
用
意
し
た
も
の
へ
と
向
け
ら
れ
て

い
た
。
天
皇
が
訪
れ
た
場
所
、
そ
こ
で
見
た
も
の
、
迎
え
た
人
々
の
姿
が
、
行
幸
記
録

と
し
て
重
要
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
他
の
画
家
の
例
を
参
照
し
た
い
。
佐
藤
哲
三
郎
（
一
八
八
九
～
一
九
五
八
）

の
《
御
行
幸
》（
昭
和
二
十
二
年
、
新
潟
市
美
術
館
蔵
、
新
潟
商
工
会
議
所
旧
蔵
）〔
挿

図
７
〕
と
い
う
作
品
に
は
、
行
幸
二
日
目
に
新
潟
港
を
船
上
よ
り
視
察
す
る
天
皇
の
姿

が
描
か
れ
て
い
る
。
随
行
者
た
ち
の
相
貌
を
一
々
正
確
に
描
く
こ
と
に
意
を
用
い
て
お

り
、
当
時
の
新
潟
に
お
け
る
要
路
の
人
々
の
集
団
肖
像
画
と
も
言
う
べ
き
大
作
で
あ

る
。
ま
た
、
佐
藤
は
行
幸
三
日
目
の
坂
井
輪
村
で
の
稲
刈
視
察
も
、
翌
日
の
新
潟
日
報

〔素描36〕図の右に「御挨拶」17.8×25.0 cm　鉛筆、紙　（画帖第13図）

右〔素描37〕右上に「陛下のおつきをまつ／遺家族並ニ高齢者達。」25.5×36.6 cm　鉛筆、水彩、紙　裏面あり　（画帖第 1 図）
左〔素描38〕27.4×19.9 cm　鉛筆、紙　裏面あり　（画帖第35図） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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の
挿
画
〔
挿
図
８
〕〔
註
11
〕
に
描
い
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
新
潟
県
行
幸
の
様
子
を

伝
え
た
新
聞
挿
画
の
希
少
な
例
と
思
わ
れ
る
。
行
幸
に
随
行
し
た
地
元
画
家
は
、
三
浦

だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

佐
藤
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
新
潟
市
（
当
時
）
に
生
ま
れ
、
大
正
元
年

（
一
九
一
二
）
に
東
京
美
術
学
校
西
洋
画
科
を
卒
業
し
て
い
る
。
官
展
に
入
選
を
重
ね
、

三
浦
と
同
じ
く
戦
争
に
よ
り
郷
里
に
疎
開
、
肖
像
画
家
と
し
て
も
定
評
が
あ
っ
た
。
一

方
の
三
浦
も
早
く
か
ら
中
央
画
壇
に
評
価
さ
れ
、
そ
の
名
は
堅
実
な
描
写
力
と
と
も
に

知
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
想
像
で
は
あ
る
が
、
地
元
の
洋
画
家
、
日
本
画
家
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
潟
行
幸
の
随
行
画
家
に
選
任
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
は
新
潟
県
の
奉
迎
事
業
を
総
括
し
た
新
潟
県
庁
（
天
皇
陛
下
行
幸
奉
迎
準
備
委
員

会
、
委
員
長
は
岡
田
正
平
知
事
）
の
承
認
に
基
づ
く
人
事
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

〔
註
11
〕�

佐
藤
哲
三
郎
の
新
聞
挿
画
と
ほ
ぼ
同
じ
構
図
の
絵
画
〔
挿
図
９
〕
が
、《
今
上

陛
下
に
ご
説
明
申
上
げ
る
坂
井
輪
村
長
》
と
い
う
題
で
新
潟
市
立
坂
井
輪
中
学

校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
現
在
は
所
在
不
明
）。
こ
の

作
品
は
作
者
不
明
と
さ
れ
て
お
り
、
酷
似
す
る
構
図
か
ら
佐
藤
哲
三
郎
の
作
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
な
お
調
査
を
要
す
る
。

謝
辞本

稿
執
筆
に
あ
た
り
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
故
・
三
浦
文
吉
氏
、
板
垣
桃
子
氏

な
ら
び
に
板
垣
雅
夫
氏
の
ご
厚
情
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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〔挿図 9〕�作者不詳《今上陛下にご説明申上げる坂井輪村長》 
昭和22年頃 

（図版出典：新潟市編『新潟市合併町村の歴史　第 1 巻 
西蒲原郡から合併した町村の歴史』昭和25年、口絵）

〔挿図 8〕�佐藤哲三郎画「砂丘の村と陛下」 
『新潟日報』昭和22年10月11日、第 2 面

〔挿図 7〕�佐藤哲三郎《御行幸》昭和22年 
油彩、カンバス　116.0×183.0 cm 
新潟市美術館蔵、新潟商工会議所旧蔵
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